


住所異動・証明書交付の

手続きはお早めに！
住所異動について…戸籍住民課届出係（☎㉑5553）
証明書交付・印鑑登録・自動交付機について…戸籍住民課証明係（☎㉑5547）

　春は、転勤や就職・進学などで、引っ越しが多い時季です。
引っ越しなどで住所が変わる場合は、必ず届け出をしてく
ださい。
　また、3月～ 4月は窓口が混雑するため、届け出や証明書
（住民票・戸籍謄抄本・身分証明書など）交付などの手続きは、
時間に余裕を持ってお越しください。
※住所異動の届け出が遅れたときは、５万円以下の過料が科せられる
　場合があります。

春は引っ越しの時季

受け付け窓口
　・・戸籍住民課
　・・各総合支所生活環境課
　・・各支所

受け付け時間
　月曜日～金曜日
　午前８時30分～午後５時15分
　（戸籍住民課のみ月曜日は午後７時まで）

住所異動の届け出
異動する本人または世帯主
（その他の人は委任状が必要です）
※同一世帯の人が窓口に来る場合は、本人または世帯

　主の印鑑を持参すれば委任状は不要です。

証明書の交付申請
窓口に来る人によって、委任状が必要な場合と
不要な場合があります。（左ページ参照）

※委任状の用紙は窓口にあります。また、市のホームペ
　ージからダウンロードできます。

手続きができる人

　住所異動の届け出や証明書の交付申請の際
には、窓口へ来た人の本人確認が必要です。
持ち物　公的な顔写真付き身分証明書（運転免
　　　　許証・パスポートなど）
※これらの身分証明書がない人は、健康保険証・年金
　手帳・介護保険証・学生証などを２種類持参してく
　ださい。

本人確認

自動交付機のご利用を！
　自動交付機を利用すれば、申請書の記入や本人確認の必要が
なく、次の証明書類を取得することができます。窓口が混雑し
ているときや、閉庁日の利用に便利です。

設置場所　市役所本館・玄関
　　　　　二見総合支所・２階ロビー
　　　　　小俣総合支所・玄関
　　　　　御薗総合支所・玄関横
利用時間　午前７時～午後８時
　　　　　（１月１日～３日は利用停止）
取得できる書類
 ・・住民票の写し（カード名義人・カー 
　ド名義人と同一世帯の人の分）
 ・・印鑑登録証明書（カード名義人の分）
 ・・外国人登録原票記載事項証明書（カ
　ード名義人の分）

自動交付機を利用するには、暗証番号
を登録した「いせ市民カード」または
「おばたタウンカード」が必要です。（住
民基本台帳カードは利用できません）

いせ市民カード 旧いせ市民カード

おばたタウンカード 住民基本台帳カード自動交付機　　維持管理費　約1,358万円
（平成21年度）　利用件数　　20,869件

平成23年3月号 2



市内から市外に
住所を移すとき

住所異動の手続き

転出（　　　　）
届け出
期　間

持ち物

該当す
るもの
を持参（　　）

転出するおおむね２週間前から

 ・ ・印鑑
 ・ ・印鑑登録証またはいせ市民カード
 ・ ・住民基本台帳カード
 ・ ・国民健康保険証
 ・ ・後期高齢者医療被保険者証
 ・ ・各種医療費助成の受給資格証
 ・ ・介護保険被保険者証
 ・ ・寿バス券（回数券）

市外から市内に
住所を移したとき転入（　　　　 ）

住み始めてから 14日以内

 ・ ・転出証明書
 ・ ・印鑑
 ・ ・国民年金手帳

市内から市内に
住所を移したとき転居（　　　　 ）

新しい住所地に住み始めてから
14日以内

 ・ ・印鑑
 ・ ・住民基本台帳カード
 ・ ・国民健康保険証
 ・ ・後期高齢者医療被保険者証
 ・ ・各種医療費助成の受給資格証

※住民基本台帳カードを持っている人が転出する場合は特例がありますので、
　戸籍住民課届出係へ問い合わせてください。

証明書類 内容 委任状の要否 申請場所

戸
籍
関
係
・
身
分
証
明
書

戸籍 現在の状態のもの 本人・配偶者・直系尊属（父母・祖父
母など）・直系卑属（子・孫など）が窓
口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。 本籍地のある

市区町村

除籍 死亡などで、構成員全員が除かれたもの

改製原戸籍 法改正による新製戸籍の前の戸籍

戸籍の附票 戸籍が作られてからの住所の変更履歴

身分証明書
・禁治産者・準禁治産者の宣言、後見登記の  
　通知を受けていないことの証明
・破産宣告または破産手続き開始決定の通知
　を受けていないことの証明

本人が窓口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。

受理証明書 主に、婚姻届などを受理したという証明書
届け出人が窓口へ来る場合は不要。
それ以外は必要。

届書を提出し
た市区町村届書記載事項

証明書
届書に記載のあることの証明
※「死亡診断書の写し」を含む。

原則非公開（必要な場合は事前に問い
合わせてください。使用目的によって
は交付できる場合があります）

※相続などの際、相続人を特定するために、死亡した人の「出生から死亡までの一括した戸籍」が必要な場合は、窓口
　へ申し出てください。
　謄本…構成員全員が記載されたもの
　抄本…構成員のうち、必要とする人のみが記載されたもの

住
民
票
関
係

住民票 住所などを証明するもので、世帯ごとに作成
されるもの

本人・必要な人と同一世帯の人が来る
場合は不要。
それ以外は必要。

住民登録のあ
る市区町村

住民票コード入
り住民票

11 桁の住民票コードが入ったもの
（主に、公的年金関係の申請の場合に発行）

住民票記載事項
証明書

住民票に記載されている内容を証明するもの
※所定の用紙がある場合は持参してください。

広域交付住民票

住民登録地以外で発行するもの
※本籍地の記載ができないなど、証明事項に
　制限があります。
※公的な顔写真付き身分証明書（顔写真付き
　住民基本台帳カード・運転免許証・パスポ
　ートなど）を提示できる人のみ申請できます。

本人・必要な人と同一世帯の人が来る
場合は不要。
それ以外の人には発行できません。

住民登録地以
外の市区町村

※住民票には、次の４種類があります。どの住民票が必要であるかを事前に確認してください。
　①本籍・続柄省略、②本籍のみ記載、③続柄のみ記載、④本籍・続柄記載
　謄本…世帯員全員が記載されたもの
　抄本…世帯員のうち、必要とする人のみが記載されたもの
　除票…死亡や市外への転出で、現在の住民登録から除かれている人のもの

印鑑登録証明 実印であることの証明書

窓口へ来る人に印鑑登録証（カード）を
渡すことで委任行為となるため、不要。
※印鑑登録証（カード）の提示がない場
　合は発行できません。

住民登録のあ
る市区町村

証明書類の委任状の要否
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3月1日㈫～7日㈪

消防本部予防課（☎㉕1268）

全国一斉に
春の火災予防運動

　

春
の
火
災
予
防
運
動
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
寒
さ
が
残
り
、
家
庭
や

職
場
で
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
火
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
、
ま
た

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
火
の
用
心
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
中
の
全
国
の
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
数
（
放
火
自

殺
者
を
除
く
）
は
１
０
２
３
人

で
、
４
年
連
続
し
て
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
15
年
以
降
は

１
０
０
０
人
を
超
え
る
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人

の
う
ち
、
約
６
割
は
「
逃
げ
遅

れ
」
が
原
因
で
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
早
く

知
っ
て
い
れ
ば
、
助
か
っ
た
人

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　

火
災
発
生
を
早
期
に
知
り
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
無
く

す
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

火
災
か
ら
家
族
の
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
ま
だ
設
置
し
て
い
な

い
住
宅
は
、
早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

○
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
衣
類
に
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
に
消
火
器
を
設
置
す
る

○
普
段
か
ら
隣
近
所
と
協
力
体
制
を
築
い
て
お
く

住宅防火
命を守る７つのポイント

「
ま
さ
か
！
」
の
火
事

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

住宅用火災警報器で助かった事例
 ・ ・たばこの火が座布団に落ちて着火
 ・ ・天ぷら油が発火し、付近のタオルなどに着火
 ・ ・煮物をしていることを忘れて火をつけたまま
　鍋を放置
 ・ ・電気ストーブに衣類が落ちて着火
 ・ ・仏壇の線香が座布団の上に落ちて着火

これらはいずれも、住宅用火災警報器が作動し、早く
発見できたため大事に至りませんでした。

（件数）
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市
で
は
、市
町
村
合
併
以
降
、

ご
み
収
集
方
法
な
ど
の
統
一
に

向
け
た
調
整
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
や
、
ご

み
収
集
の
効
率
性
に
配
慮
し
、

ご
み
の
分
別
や
収
集
方
法
な
ど

の
統
一
を
順
次
行
っ
て
お
り
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
は
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

４
月
か
ら
の　
　

ご
み
出
し
ル
ー
ル

資
源
物
の
排
出
が
月
１
回
に

　

市
内
す
べ
て
の
地
域
で
、「
缶
・

金
属
類
」
の
排
出
日
が
月
２
回

か
ら
月
１
回
へ
と
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
二
見
町
・
小
俣
町
・

二
見
・
御
薗
の

廃
棄
物
投
棄
場
を
廃
止

　

二
見
廃
棄
物
投
棄
場
・
御
薗

廃
棄
物
投
棄
場
は
廃
止
し
、
伊

勢
廃
棄
物
投
棄
場
・
小
俣
廃
棄

物
投
棄
場
の
み
を
利
用
し
ま
す
。

明
野
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
設

開
場
日
時　

水
曜
日
・
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を

除
く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

持
ち
込
め
る
も
の　

缶
・
金
属

類
、
資
源
び
ん
、
新
聞
・
折
込

チ
ラ
シ
、
雑
誌
・
雑
紙
類
、
段

ボ
ー
ル
、
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
、

布
・
衣
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ガ
ラ
ス
・
く
ず
び
ん
類
、
陶
磁

　

「
平
成
23
年
度
版
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
、
今
月
号
の
「
広

報
い
せ
」と
同
時
配
布
し
ま
す
。

　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
１

年
間
の
ご
み
の
排
出
日
や
出
し

方
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
23
年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
冊
子
形

式
か
ら
、地
区
別
の
一
枚
物（
カ

レ
ン
ダ
ー
１
枚
、
ご
み
の
出
し

方
・
分
け
方
１
枚
）
に
変
更
し

て
い
ま
す
。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

ごみの出し方の変更（４月から）

排出場所 品目 変更
平成22年度 平成 23年度

資源ステ
ーション

缶・金属類 月 2回

月 1回
資源びん
紙・布類
ペットボトル

旧伊勢市 月 1回
二見町
小俣町
御薗町　

月 2回

廃棄物投
棄場

埋め立てごみ
伊勢・二見・
小俣・御薗　
廃棄物投棄場

伊勢・小俣　
廃棄物投棄場

御
薗
町
に
つ
い
て
は
、「
資
源

び
ん
」「
紙
・
布
類
」「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
の
排
出
日
も
、
月
２

回
か
ら
月
１
回
に
変
更
に
な
り

ま
す
。（
下
表
参
照
）

※
地
域
が
管
理
す
る
資
源
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
除
き
ま
す
。

※
各
地
区
の
排
出
日
に
つ
い
て

は
、「
平
成
23
年
度
版
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

器
類
、
蛍
光
管
、
乾
電
池
、
て

ん
ぷ
ら
油

４
月
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

職
員
課
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

　

市
で
は
、
総
合
支
所
で
実
施

す
る
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、

次
の
と
お
り
組
織
の
一
部
を
変

更
し
ま
す
。各総合

支所
福祉健康課 生活福祉課

 ・ ・各総合支所の生活環境課と福祉健康課を統合し、生活福祉課を新設
 ・ ・業務の一部を市役所本庁舎（環境生活部、健康福祉部）に移管

３月31日㈭まで ４月１日㈮から

統合

印
刷
費　

約
２
３
０
万
円
（
う
ち

広
告
収
入
84
万
円
）

生活環境課
地域振興課 地域振興課
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シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
㉑

　

室
町
時
代
の
末
、
神
宮
の
宮

大
工
た
ち
が
内
職
と
し
て
御
造

営
材
の
残
材
で
箱
物
を
作
製

し
、
桧
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

よ
う
、
透
明
な
漆
を
施
し
た
の

が
、
伊
勢
春
慶
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
外
宮
近
辺
で
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
需
要
の
拡

大
に
伴
い
、
勢
田
川
の
水
運
を

生
か
し
、
主
に
岡
本
地
区
や
河

崎
の
、
特
に
右
岸
で
作
ら
れ
る

　

伊
勢
春
慶
デ
ザ
イ
ン
工
房

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
価
で
丈
夫
な
漆
器
は

好
評
を
博
し
、
問
屋
を

通
じ
て
全
国
に
広
が
り

ま
し
た
が
、
戦
後
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
普

及
に
よ
り
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
河
崎

所 在 地　河崎２丁目25-29
電話番号　㉙1285
開館日時　土曜日、10:00 ～ 16:00
　　　　　日曜日、10:00 ～ 12:00
入 館 料 　無料

伊勢春慶デザイン工房

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
⑧

し
ゅ
ん　
　
け
い

商
人
館
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機
に
、

そ
の
価
値
が
地
元
で
再
認
識
さ

れ
、
当
時
の
職
人
も
加
わ
っ
た

「
伊
勢
春
慶
の
会
」が
設
立
さ
れ
、

平
成
20
年
に
は
、
伊
勢
河
崎
商

人
館
の
隣
に
製
造
拠
点
と
な
る

同
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
、
古
い
伊
勢
春
慶

の
展
示
だ
け
で
な
く
、
塗ぬ

り

師し

と

呼
ば
れ
る
職
人
の
技
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
伝
統
的
な

デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
新
し
い
感

覚
で
作
ら
れ
た
伊
勢
春
慶
も
製

造
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
高
齢
化
・
人
口
減

少
と
い
う
、
今
ま
で
日
本
が
経

験
し
な
か
っ
た
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
す
。
年
金
や
介
護
、
地

域
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
面
で

大
き
な
佳
境
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
大
き
な
波
に
挑
戦
し
て
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　

伊
勢
市
に
お
い
て
も
、
20
年

後
に
は
人
口
が
約
14
％
減
少
し
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
33
％

を
占
め
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
の
方

々
に
元
気
で
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
の

対
策
と
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
特
に
、
地
域

医
療
と
介
護
基
盤
の
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
方
々
も
高

齢
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
に

と
っ
て
、
安
心
し
て
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
体
制
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
や
福
祉
を
支
え
る

た
め
に
は
、
財
源
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
12
月
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
全
国
平
均
０
・
57
倍
、
三

重
県
内
０
・
61
倍
、
伊
勢
管
内

０
・
79
倍
と
、
全
国
や
三
重
県

の
平
均
か
ら
見
て
も
状
況
が
改

善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
企
業
の
皆
様
の
ご

努
力
と
、
８
８
０
万
人
を
超
え

る
過
去
最
高
の
観
光
客
が
伊
勢

市
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
緊
急
雇
用
対
策

を
含
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

財
源
確
保
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
は
、
市
も
全
力
を
挙
げ

て
い
き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
も
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
買
い
物
を
し
た
と

き
に
か
か
る
消
費
税
５
％
の
う

ち
１
％
は
、
地
方
消
費
税
と
し

て
県
の
収
入
と
な
り
、
そ
れ
を

人
口
な
ど
で
按
分
し
て
市
町
の

収
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
消
費
が
増
え
る
と
、
法
人

市
民
税
な
ど
が
増
え
ま
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
税
の
一
部
は

購
入
し
た
地
域
に
納
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
市
内
で
買
う
と
１
箱

（
４
１
０
円
の
場
合
）
当
た
り

92
・
36
円
、
市
の
税
収
増
に
な

り
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
市
た

ば
こ
税
収
は
約
６
億
円
で
す
か

ら
、
１
％
増
え
る
だ
け
で
も
６

０
０
万
円
増
え
る
計
算
に
な
り

ま
す
。

　

お
金
を
使
う
と
き
、「
市
内

で
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
経
済

の
活
性
化
か
ら
税
収
の
増
加
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
発

展
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
お
買
い

物
は
伊
勢
市
内
で
！
」

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 
◆ 
◆ 

◆ 

◆ 

◆

からからからからから

市長と語る懇談会（3月）

宮
本

３月 18日㈮

宮本地区コミュニ
ティセンター　　

神
社

３月 23日㈬

神社小学校・　　
２階図工室　　　

※いずれも時間は、午後
7時～（1時間程度）です。
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シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

　

地
震
の
発
生
確
率
に
つ
い
て

は
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

の
地
震
調
査
委
員
会
（
事
務
局

は
文
部
科
学
省
）
が
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、
主
な
活
断
層

や
海
溝
型
地
震
（
プ
レ
ー
ト
の

沈
み
込
み
に
伴
う
地
震
）
の
活

動
間
隔
、
次
の
地
震
の
発
生
可

能
性
（
場
所
、
規
模
〔
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
〕、
発
生
確
率
）
な

ど
を
評
価
し
、
随
時
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
23
年
１
月
１
日

を
起
点
と
す
る
発
生
確
率
の
値

が
更
新
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

東
南
海
地
震
の

　

発
生
確
率
が
上
昇
！

　

東
南
海
地
震
と
は
、
紀
伊
半

島
沖
か
ら
遠
州
灘
に
か
け
て
の

海
域
で
周
期
的
に
発
生
す
る
海

溝
型
地
震
で
、
地
震
の
規
模
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
以
上
に
達

す
る
巨
大
地
震
で
す
。

　

こ
の
地
震
は
、
約
１
０
０
年

か
ら
１
５
０
年
お
き
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

一
つ
前
の
東
南
海
地
震
は
、

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
12
月

７
日
の
午
後
１
時
36
分
ご
ろ
に

発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
の
大
き
さ
を
示
す
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・
９
で
、
当

時
の
宇
治
山
田
市
内
で
は
、
一

部
が
震
度
６
の
激
し
い
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
湊
で
は
、
地
震
発
生
か
ら

約
20
分
後
に
約
２
ｍ
の
津
波
が

押
し
寄
せ
、
市
内
全
体
で
１
５

０
棟
を
超
え
る
住
宅
が
流
失
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
南
海
地
震

が
発
生
し
た
２
年
後
の
１
９
４

６
（
昭
和
21
）
年
に
は
、
南
海

地
震
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
世
紀
前
半
に

は
必
ず
発
生
す
る
「
巨
大
地

震
」
に
向
か
っ
て
近
づ
い
て
い

ま
す
。「
一
つ
前
の
地
震
」
の

貴
重
な
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、「
次
の
地
震
」
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
日

ご
ろ
で
き
る
こ
と
か
ら
地
震
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。

東南海地震が
今後30年以内に
発生する確率
変更前　60％～ 70％

変更後　70％程度 　

1944年の東南海地震時の
尾鷲市内の状況
（写真提供：太田金典さん）

　

貨
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
無
か
っ

た
時
代
、
一
度
に
多
く
の
物
資

を
運
搬
す
る
方
法
と
し
て
水
運

が
盛
ん
で
し
た
。

　

伊
勢
市
で
は
、
町
の
中
心
部

を
流
れ
る
勢
田
川
が
そ
の
主
力

を
担
い
、
限
ら
れ
た
河
岸
に
多

く
の
商
店
が
集
ま
っ
た
結
果
、

間
口
が
狭
く
奥
行
き
の
長
い
建

物
と
な
り
、
問
屋
街
と
し
て
物

資
を
保
管
す
る
た
め
の
蔵
が
立

ち
並
ぶ
河
崎
独
特
の
町
並
み
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

約
１
５
０
年
ほ
ど
前
に
建
て

ら
れ
た
同
館
は
、
か
つ
て
の
蔵

が
喫
茶
店
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

も
の
で
、
飲
食
を
し
な
が
ら
蔵

の
特
徴
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

外
観
の
側
面
に
は
、
水
害
に

耐
え
ら
れ
る
１
・
５
ｍ
ほ
ど
の

頑
丈
な
石
垣
が
あ
り
ま
す
。
２

階
の
床
板
は
採
光
の
た
め
に
取

り
外
さ
れ
、
柱
・
棟む

な

木ぎ

・
梁は

り

・

　

茶
房 

河
崎
蔵

桁け
た

な
ど
が
一
望
で
き
、
仕し

口く
ち

と

呼
ば
れ
る
木
材
を
接
合
す
る
た

め
の
溝
や
穴
が
印
象
的
で
す
。

　

蔵
の
内
部
は
、
柱
と
し
っ
く

い
壁
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
対

比
）
が
美
し
く
、
訪
れ
る
人
は
、

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
感
覚

に
な
り
ま
す
。

所 在 地
　河崎2丁目13-12
電話番号
　090-1472-8713
開館時間
　9:00 ～ 17:30
休 館 日
　年末年始
入 館 料 
　無料

茶房 河崎蔵

ぐ
ら
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教室名 講師名 曜日 時間 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 毎月第 1･3 月曜日 18:30 ～ 20:30 4/4 12 回 30人 3,600 円

パッチワーク 上田理恵子 毎月第 2･4 水曜日 10:00 ～ 12:00 4/13 12 回 35人 4,100 円

ペン習字 高尾　紫岳 毎月第 1･3 木曜日 10:00 ～ 12:00 4/7 12 回 40人 4,100 円

絵手紙 小西伊津子 毎月第 2･4 木曜日 10:00 ～ 12:00 4/14 12 回 30人 4,100 円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 4/6 21 回 45人 6,800 円

２ 森山　孝志 毎週水曜日 18:30 ～ 20:30 4/6 21 回 45人 6,800 円

３ 更家　みほ 毎週木曜日 18:30 ～ 20:30 4/7 21 回 45人 6,800 円

型紙 鮎澤　行彦 毎月第 2･4 金曜日 13:30 ～ 15:30 4/8 12 回 35人 4,100 円

実用書道 高尾　紫岳 毎月第 1･3 土曜日 10:00 ～ 12:00 4/2 12 回 40人 4,100 円

籐工芸 北村恵乃子 毎月第 2･4 月曜日 10:00 ～ 12:00 4/11 12 回 25人 4,100 円

茶道（裏千家） 山本　宗藤 毎月第 1･3 月曜日 10:00 ～ 12:00 4/4 12 回 25人 4,100 円

健
康
づ
く
り

卓球
１ 中島　良浩 毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 4/6 21 回 35人 6,800 円

２ 田畑　　浩 毎週金曜日 10:00 ～ 12:00 4/1 21 回 35人 6,800 円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13:30 ～ 15:00 4/7 21 回 40人 6,800 円

3B体操 寺田　育子 毎週金曜日 13:30 ～ 14:30 4/1 21 回 40人 6,300 円

ヨガ 山下　ミキ 毎週土曜日 13:30 ～ 14:30 4/2 21 回 25人 6,800 円

太極拳（楊名時）
１ 浜千代悦子 毎週木曜日   9:45 ～ 10:45 4/7 21 回 50人 6,300 円

２ 髙橋　洋子 毎週土曜日   9:45 ～ 10:45 4/2 21 回 50人 6,300 円

レクダンス 平沼美智子 毎週土曜日 13:30 ～ 14:30 4/2 21 回 50人 6,300 円

骨盤歪み改善
ストレッチ

辻出　美香 毎月第 2･4 土曜日 11:00 ～ 12:00 4/9 12 回 50人 3,600 円

10歳若返る！
らくらく健康講座

鈴木　恵美 毎月第 2･4 木曜日 11:00 ～ 12:00 4/14 12 回 50人 3,600 円

これなら続く！
初めてのエアロビクス

鈴木　恵美 毎月第 2･4 木曜日 19:00 ～ 20:00 4/14 12 回 50人 3,600 円

サンライフ伊勢　前期教室

往
復
は
が
き
の
書
き
方

対
象　

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　
３
月
14
日
㈪
〔
必

着
〕
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
下

図
参
照
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
１
つ
の
教
室
に
つ
き
１
枚
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
21
年
度
後
期
、
平
成
22
年

度
前
期
・
後
期
の
３
期
の
う
ち
、

受
講
経
験
が
１
期
以
内
の
人
を

優
先
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選

と
き　

３
月
15
日
㈫
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※
受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
22
年
度
〕

６
０
９
万
９
千
円

※都合により、講師・日程などが変更となる場合があります。また、受講希望者が少ない教室は開催しない場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

前
期（
４
月
〜
９
月
）
教
室
の

受
講
者
を
募
集

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）
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企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
な
ん
だ
か

外
来
語
の
よ
う
に
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、江
戸
時
代
か
ら
、

当
時
の
商
人
も
し
っ
か
り
と
し

た
社
会
的
責
任
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
近
江
商
人
の
精
神

を
表
す
の
に
、「
売
り
手
よ
し
、

買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」
と

い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
企
業
の
社
会

的
責
任
の
精
神
で
す
。

　

さ
て
、
あ
な
た
は
、
社
会
的

責
任
を
果
た
し
て
い
る
企
業
を

調
べ
た
り
、
そ
の
企
業
の
商
品

を
買
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
的
責

任
を
果
た
す
企
業
の
商
品
を
買

う
運
動
が
起
こ
っ
た
り
、
果
た

さ
な
い
企
業
の
不
買
運
動
が
起

こ
っ
た
り
す
る
ほ
ど
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
例
は
、
日
本
で
は
ち

ょ
っ
と
極
端
過
ぎ
る
行
動
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
責
任

を
果
た
す
企
業
を
市
民
が
評
価

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
、
周
り
と
協
調
し
な
が
ら
頑

張
る
社
会
的
責
任
を
果
た
す
企

業
を
支
え
る
の
は
、
企
業
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
力

こ
そ
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.32

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

社
会
貢
献

　

絆
の
森
は
、
県
営
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
に
隣
接
す
る
標
高
約
１
０

０
ｍ
、
面
積
約
９
・
７
ha
の
自

然
豊
か
な
里
山
で
す
。
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
、
コ
ナ
ラ

や
ヤ
マ
モ
モ
な
ど
の
自
然
林
か

ら
な
り
、四
季
折
々
の
植
物
や
、

昆
虫
・
鳥
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
こ
を
中
心
に

「
町
の
里
山
の
自
然
を
守
り
な

が
ら
楽
し
く
遊
ぼ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
木
に
登

り
、
木
や
森
、
自
然
と
の
一
体

感
を
味
わ
う
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
や
、
木
々
や
野
鳥
に
つ
い

て
詳
し
い
講
師
を
招
い
て
の
講

　
　
　
　
　
　
　
　

座
や
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　

 

観
察
、
森

                     

の
木
々
を

                   

利
用
し
た            

　
　
　
　
　
　
　
　

木
工
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ト
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

の
イ
ベ
ン

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
22
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
５
４
２
万
９
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
21
年
度
〕

５
万
８
２
３
６
人

パルティ４コマ劇場

ポ
カ
ポ
カ
い
い
天
気

暑
い
く
ら
い
だ

服
を
ぬ
ご
う

あ
ぁ
…
さ
っ
ぱ
り
！

ト
を
、
絆
の
森
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
清
掃
活
動
・
間
伐
作

業
な
ど
の
保
全
活
動
に
も
参
加

者
を
募
り
、
遊
び
を
取
り
入
れ

な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

自
然
と
触
れ
合
う
体
験
を
通

し
て
、
自
然
の
大
切
さ
や
森
で

の
遊
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
出

会
い
、
活
動
す
る
こ
と
で
、
地

域
交
流
や
世
代
の
違
う
人
た
ち

の
交
流
の
場
と
な
り
、
人
と
人

と
の
絆
や
思
い
や
り
、
感
謝
の

心
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

絆
の
森
小
学
校
は
、
出
会
い

を
大
切
に
し
、
人
と
人
と
の
絆

を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、独
自
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
家
族
や
友
達
と

一
緒
に
「
絆
の
森
」
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
!?

絆
の
森
小
学
校

代
表　

山
本
章
人
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
０
３
１
・
０
７
９
０
）

ツリークライミング
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市
で
は
、
地
域
自
ら
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
と
は
、

地
域
課
題
を
解
決
し
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

住
民
が
集
い
、
自
治
会
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
市
役

所
と
力
を
合
わ
せ
て
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
こ
う
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
実
現
す
る
た
め
の

仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
昨
年
11
月
に

開
催
し
た
「
地
域
主
体
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
で
、

伊
賀
市
上
野
南
部
地
区
住
民
自

治
協
議
会
会
長
の
小
丸
勍
司
さ

ん
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
、

住
民
自
治
協
議
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

伊
賀
市
で
は
38
の
住
民
自
治

協
議
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
上
野
南
部
地
区
は
、

伊
賀
上
野
城
の
南
側
に
位
置
し
、

城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
が
残
る

地
区
で
、
戦
災
に
遭あ

わ
な
か
っ

た
木
造
建
物
が
半
数
を
超
え
る

過
密
住
宅
と
、
交
通
社
会
や
災

害
に
対
応
し
て
い
な
い
狭
い
道

 
地
域
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 
伊
賀
市
の
実
践
例

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
⑯

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

路
が
特
徴
で
す
。

　

地
区
内
で
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮

ら
し
の
人
、
体
が
不
自
由
な
人

が
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
だ
け
で
は
実
施
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
事
業
を
、
住

民
自
治
協
議
会
の
事
業
と
し
て
、

地
区
内
の
11
自
治
会
を
中
心
に

各
種
団
体
が
連
携
し
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
も
特

に
力
を
注
い
で
い
る
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
伊
賀
市
の
支
援
を
受

け
て
２
年
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。

　

事
業
の
内
容
は
、
①
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
編
成
・
育
成
、
②
自

主
防
災
組
織
の
点
検
・
見
直
し
、

③
災
害
時
の
炊
き
出
し
、
病
院

へ
の
搬
送
訓
練
、
④
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
・
防
災
地
図
の
作
成
、

⑤
要
支
援
者
登
録
制
度
の
検
証

と
実
践
の
５
つ
で
す
。

　

５
つ
目
の
「
要
支
援
者
登
録

制
度
の
検
証
と
実
践
」
で
は
、

伊
賀
市
が
進
め
る
要
支
援
者
登

録
制
度
を
実
効
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
、
地
区
独
自
の
安
否
確

認
・
避
難
支
援
登
録
と
、
要
援

護
者
避
難
支
援
確
認
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

安
否
確
認
・
避
難
支
援
登
録

シ
ー
ト
を
世
帯
ご
と
に
作
成
し
、

自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
、
各

町
の
組
単
位
で
安
否
を
確
認
し
、

無
縁
社
会
か
ら
近
所
付
き
合
い

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が

大
き
な
方
向
性
で
す
。

　

ま
た
、
要
援
護
者
と
避
難
支

援
者
を
登
録
し
、
自
治
協
議
会

で
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
災

害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
で
き

る
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
体
制

の
仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
賀
市
の
住

民
自
治
協
議
会
は
、
地
区
内
の

各
種
団
体
が
力
を
合
わ
せ
、
１

団
体
で
は
担
い
き
れ
な
く
な
っ

た
事
業
を
相
互
に
補
完
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
市
と
同
様
の
仕
組
み
づ

く
り
は
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
伊
勢
市
で
も
、
小

学
校
区
を
基
本
単
位
と
し
た
「
地

区
み
ら
い
会
議
（
仮
称
）」
を

設
立
す
る
た
め
、
３
つ
の
モ
デ

ル
地
区
を
選
定
し
、
平
成
20
年

度
か
ら
３
年
間
、
取
り
組
み
の

成
果
や
課
題
の
検
証
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
地
区
み
ら
い
会

議
（
仮
称
）」
の
全
学
区
へ
の

設
立
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
十
分
に
協
議
し
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
予
算
額〔
平

成
22
年
度
〕
１
６
６
８
万
７
千
円

伊賀市上野南部地区住民自治協議会　各部会の主な活動
◆総務・福祉部会
　　…災害に強いまちづくり、まちづくりの総括

◆生活安全部会…青色パトロール車の運営

◆教育文化部会…人権、異文化交流、文化財の保護

◆健康スポーツ部会…運動会、納涼盆踊り大会

◆環境美化部会…環境保全

◆広報部会…広報誌発行、ブログの管理

小丸勍司さんによる講演
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介
護
保
険　

シ
リ
ー
ズ

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
４
）

 

教えて!!
　

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
月
号

で
は
、
平
成
23
年
度
の
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

⑩

65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
の
決
め
方

 

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
市
全
体
で

必
要
な
費
用
を
推
計
し
、
そ
の

費
用
を
基
に
算
出
し
た
基
準
額

に
、
本
人
と
世
帯
の
課
税
状
況

や
所
得
に
応
じ
た
割
合
を
乗
じ

て
、
個
人
別
に
算
出
し
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

　

な
お
、
平
成
21
年
度
〜
平
成

23
年
度
ま
で
の
基
準
額
は
、
５

万
２
７
５
２
円
で
す
。

介
護
保
険
料
額
を
６
月
に
通
知

　

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

額
は
、
６
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。

※
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
る
人

に
は
、月
割
り
計
算
し
た
額
を
、

65
歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月
の
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

40
歳
〜
64
歳
の
人
の

介
護
保
険
料

　

保
険
料
額
（
介
護
分
）
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に

定
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
医
療
保
険
の
相
談
窓
口
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
被
災
し
た
と
き
な
ど
の

減
免
制
度

◆
介
護
保
険
料
の
減
免

　

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

申
請
を
す
れ
ば
介
護
保
険
料
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・・
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

住
宅
・
家
財
に
著
し
い
損
害
を

受
け
た

 

・・
世
帯
の
生
計
維
持
者
が
、
死

亡
・
長
期
入
院
・
事
業
廃
止
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た

 

・・
低
収
入
で
一
定
の
条
件
を
満

た
す

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
介

護
保
険
料
係（
☎
㉑
５
５
６
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
減
免

　

火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

住
宅
が
半
壊（
半
焼
）・
全
壊（
全

焼
）
と
い
っ
た
著
し
い
被
害
を

受
け
た
場
合
、
申
請
を
す
れ
ば

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自
己
負

担
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
介

護
給
付
係
（
☎
㉑
５
５
６
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ラ
ム

65歳以上の人の介護保険料額（年額）

所得段階 要件 介護保険料（年額）
市区町村民税 所得など 算出方法 平成23年度

第１段階

世帯員全員が非課税で
ある

生活保護または老齢福祉年金の受給者

基準額× 0.50 26,376 円

第２段階
本人の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が 80万円以下

第３段階 「第２段階」に該当しない 基準額× 0.75 39,564 円

第４段階
（特例） 本人が非課税で、同一

世帯に課税されている
人がいる

本人の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が 80万円以下

基準額× 0.92 48,531 円

第４段階
(基準額 ) 「第 4段階（特例）」に該当しない 基準額× 1.00 52,752 円

第５段階

本人が課税されている

本人の合計所得金額が 125万円未満 基準額× 1.18 62,247 円

第６段階
本人の合計所得金額が 125万円以上
200万円未満

基準額× 1.25 65,940 円

第７段階
本人の合計所得金額が 200万円以上
300万円未満

基準額× 1.50 79,128 円

第８段階 本人の合計所得金額が 300万円以上 基準額× 1.70 89,678 円

※実際に納める介護保険料額（年額）は、10円未満の端数を切り捨てます。

 

介
護
保
険
事
業
予
算
額
〔
平
成
22

 

年
度
〕
　

98
億
９
４
３
７
万
７
千
円

 

（
う
ち
国
・
県
・
保
険
料
な
ど
か
ら

 

82
億
３
６
７
５
万
１
千
円
）
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伊勢市消費生活センター（☎㉑5717）

教えて

相談員さん！
！

シリーズ消費
生活相談

　

通
信
販
売
は
、
雑
誌
や
テ
レ

ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

商
品
を
購
入
で
き
る
た
め
、
自

分
の
都
合
の
良
い
時
間
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
便
利
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
相
手
の

顔
を
見
る
こ
と
な
く
申
し
込
み

が
で
き
る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
も

起
こ
り
が
ち
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
「
頼
ん
だ
商
品
が
届
か

な
い
」「
注
文
し
た
商
品
と
違

う
商
品
が
届
い
た
」
と
い
っ
た

話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
悪
質
な
業
者
で
あ
れ
ば
、

連
絡
を
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
消
え
て

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
と
き

は
、
代
金
の
支
払
い
時
期
や
返

品
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
十
分

確
認
し
て
か
ら
申
し
込
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

 

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
予
算

 

額
〔
平
成
22
年
度
〕
　

５
８
１
万
６

 

千
円  （
う
ち
県
補
助
金 

５
７
６
万 

 

８
千
円
）

　

市
で
は
毎
年
、
小
学
校
と
中

学
校
に
分
け
て
、「
子
ど
も
人

権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、「
小

学
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
12
月
１

日
に
、「
中
学
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
12
月
８
日
に
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
子
ど
も
人
権
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
は
、
市
内
全
て
の
学

校
か
ら
代
表
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
、
作
文
提
案
者
の
３
人

の
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
も
と

に
意
見
交
流
を
し
ま
す
。

　

今
年
は
、「
小
学
校
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
は
２
４
０
人
、「
中

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

子
ど
も
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
21

学
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
は
３
５

３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
読
ま
れ
る
作
文
は
、
家
族
の

こ
と
や
い
じ
め
な
ど
の
身
近
な

問
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
子

の
本
当
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て

い
ま
す
。
家
族
を
思
う
心
、
い

じ
め
を
受
け
た
と
き
や
い
じ
め

に
加
担
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の

気
持
ち
な
ど
、
ど
れ
も
聴
く
人

の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
内
容

の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
作
文

を
聴
い
た
会
場
の
子
ど
も
た
ち

は
、
作
文
を
読
ん
だ
子
ど
も
に

対
し
て
、
次
々
に
自
分
の
思
い

を
返
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
私
は
、
自
分
の
祖
父
母
の

こ
と
に
重
ね
て
、
○
○
さ
ん
の

作
文
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。」

「
○
○
さ
ん
の
作
文
を
聴
い
て
、

友
達
を
信
じ
る
こ
と
は
本
当
に

大
切
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
友
達
を
信
じ
て
、
悩

み
事
を
打
ち
明
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。」

　

顔
を
紅
潮
さ
せ
た
り
、
時
に

は
共
感
の
涙
を
流
し
た
り
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
素
直
な

思
い
を
話
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

少
人
数
の
話
し
合
い
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
光
景
で
す
。

広
い
会
場
と
本
当
の
思
い
を
つ

づ
っ
た
作
文
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
優
し
い
語
り
掛
け
、
そ

し
て
、
そ
こ
に
い
る
た
く
さ
ん

の
友
達
の
熱
い
思
い
が
、
子
ど

も
た
ち
の
心
を
開
い
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。
こ
の
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
の
後
、
自
分
の
学
校
に

帰
っ
て
、
こ
の
感
動
を
、
学
校

で
待
っ
て
い
る
友
達
に
伝
え
ま

す
。

　

「
今
ど
き
の
子
ど
も
た
ち
は

…
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

「
子
ど
も
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
見
て
、今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
心
は
優
し
く
純

粋
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

通
信
販
売
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シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

 

予
算
額
〔
平
成
22
年
度
〕  

１
６
１

 

７
万
４
千
円
（
伊
勢
市
委
託
分
） 

支
援
セ
ン
タ
ー「
ブ
レ
ス
」

　

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」

は
、
次
の
３
つ
の
事
業
を
統
合

し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

■
伊
勢
・
度
会
地
区
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
児
・
障
が
い
者
お
よ

び
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
、

在
宅
生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

生
活
全
般
の
相
談
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
・
利
用
調
整
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
障
が
い
者
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
伊
勢
志
摩
障
害
者
就
業･

生

活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
就
業
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う

日
常
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

職
場
訪
問
・
家
庭
訪
問
な
ど
を

通
じ
て
必
要
な
指
導
・
助
言
を

行
い
ま
す
。
就
業
担
当
・
生
活

担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
障
が
い
児
等
療
育
相
談
支
援

事
業

　

障
が
い
児
な
ど
の
地
域
で
の

生
活
を
支
え
る
た
め
、
相
談
支

援
専
門
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

支援センター「ブレス」
 所在地　　岩渕２丁目４番９号
 連絡先　　☎⑳6525　FAX⑳6535
 　　　　　メールアドレス　breath@mie-saibi.or.jp
 開所時間　月曜日～金曜日
 　　　　　　…午前９時30分～午後６時
 　　　　　土曜日・日曜日・祝日
 　　　　　　…午前９時30分～午後４時30分
 相談方法　電話・来所・家庭訪問・職場訪問・メール

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

三
重
県
暴
力
団
排
除
条
例
が

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
！

 

・
三
重
県
警
察
本
部〔
暴
力
相

談
電
話
〕（
☎
津
０
５
９
・
２

２
８
・
８ハ

７ナ

０レ

４ヨ

）

 

・
㈶
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン

タ
ー
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
３
１
・
８ヤ

９ク

３ザ

０ゼ
ロ

）

　

暴
力
団
は
、
活
動
の
原
動
力

と
な
る
資
金
を
獲
得
す
る
た
め
、

資
金
獲
得
を
巧
妙
化
・
多
様
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、「
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
措

置
」「
暴
力
団
員
な
ど
に
対
す

る
利
益
供
与
の
禁
止
」
を
大
き

な
柱
と
し
て
、
暴
力
団
を
孤
立

化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
「
社
会
」

対
「
暴
力
団
」
と
い
う
構
図
を

構
築
し
、「
暴
力
団
を
容
認
し

な
い
地
域
社
会
」「
暴
力
団
に

Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
地
域
社
会
」
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
は
、

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
で
受

け
て
い
る
ほ
か
、
警
察
本
部
に

も
次
の
相
談
先
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

身
近
な
犯
罪
か
ら

身
を
守
ろ
う
！

　

平
成
22
年
中
、
伊
勢
警
察
署

管
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
２

０
０
１
件
で
、
前
年
と
比
べ
て

１
０
２
件
（
４
・
９
％
）
減
少

し
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
に
身
近
な
犯
罪
（
自
転
車

盗
・
車
上
狙
い
・
部
品
狙
い
な

ど
）
が
大
変
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
自
転
車
盗
は
４

４
８
件
発
生
し
て
お
り
、
刑
法

犯
認
知
件
数
の
約
４
分
の
１
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
日

当
た
り
１
台
〜
２
台
が
盗
ま
れ

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

大
切
な
自
転
車
が
盗
難
被
害

に
遭あ

わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・・
わ
ず
か
な
時
間
で
も
ツ
ー
ロ

ッ
ク（
２
カ
所
に
鍵
を
か
け
る
）

を
す
る

 

・・
自
宅
や
学
校
で
も
、
油
断
せ

ず
鍵
を
掛
け
る

 

・・
路
上
に
は
止
め
ず
、
明
る
く

監
視
が
行
き
届
い
た
駐
輪
場
に

止
め
る

　

ま
た
、
車
上
狙
い
・
部
品
狙

い
は
２
１
５
件
発
生
し
、
車
内

か
ら
、
カ
バ
ン
・
財
布
な
ど
の

貴
重
品
の
ほ
か
、
カ
ー
ナ
ビ
が

多
数
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

車
内
か
ら
貴
重
品
な
ど
が
盗

難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

 

・・
車
内
に
何
も
置
か
な
い
よ
う

に
す
る

 

・・
短
時
間
で
も
、
車
か
ら
離
れ

る
と
き
は
鍵
を
掛
け
る

 

・・
明
る
い
場
所
に
駐
車
す
る

平成23年3月号13



 おはなし会
★赤ちゃんおはなし会　３月10日㈭、午前11時～
★たんぽぽおはなし会　３月12日㈯、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居　３月20日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会 &工作
と　き　３月26日㈯、午後3時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同
　　　　伴）

内　容　お話を読んだ後、折り紙でお花を作ります

 上映会
と　き　３月19日㈯、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「にじになったさかな」（アニメ）

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　３月24日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊び
　　　　など

 上映会
と　き　３月13日㈰、午後１時30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「グッバイ・レーニン！」（日本語吹き替え）

 春休みこども映画会
と　き　３月27日㈰、午後１時30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「14ひきのせんたく」「じごくのそうべえ」
　　　　（アニメ）

伊勢図書館 小俣図書館

指定管理委託料　1億2,060万円
利用件数　49万1,043件（平成21年度）

伊勢図書館  ☎㉑0077・FAX㉑0078
休館日  毎週水曜日、第2金曜日

小俣図書館  ☎㉙3900・FAX㉙3902　
休館日  毎週火曜日、第2金曜日

開館時間　午前9時～午後7時

番組制作・放送予算額〔平成22年度〕　2,336万6千円

伊勢市行政チャンネル アナログ10ch
デジタル123ch

広報広聴課（☎㉑5515）

 伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～

※詳しくは、アイティービーのチャンネル
ガイド・ホームページ・電子番組表 (EPG)
をご覧ください。ケーブルテレビ番組案内

■特集　ごみの分け方・出し方
■お知らせ　2/28～ 3/6　税の申告、健康の日啓発事
業、介護予防啓発、おひなさまめぐり in 二見　3/7～ 13
　税の申告、市税の口座振替　3/14 ～ 20　住所異動の
手続き　3/21 ～ 27　横輪桜まつり、二見浦さくらまつ
り　3/28～ 4/3　音無山の桜、健康の日啓発事業、統一
地方選挙

■特別番組「ひよこくらぶスペシャル～一年生にな
　ったら～」
・・午前9時30分・午後1時30分・5時30分・9時30分に 1
　日4回放送（60分番組）

■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
3/5～ 11　年寄万歳～百歳になったら～、トップに聞く、
フォトスケッチ、８ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂　
3/12～ 18　どうやって作ってるの？、放課後クラブ、プレ
ゼントください！、やすらぎのマイホーム、美し国の食卓、
日本の暮らしのぞき箱　3/19～ 25　散歩、わがまち運動自
慢、このまちのあしあと、くつろぎの時間、レディースアン
グラー　3/26～ 4/1　ぐるぐるグルメ、探歩々隊、美し国
の食卓、ニュース特集、歴史街道

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）

放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース  
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・9時・
　10時・11時に放送

（　 　　　） （　 　　　）アナログ8ch
デジタル121ch

 市議会放送
　市議会３月定例会本会議および予算特別委員会（設置さ
れた場合）を、会議があった日の翌日の午後２時と午後７
時から放送します。
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申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

〔　
　

  　
　

〕予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
22
年
度
分
で
す
。

と
き　

３
月
18
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
７
カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護

者内
容　

離
乳
食
（
後
期
〜
完
了

期
）
の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
３
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

予
算
額　

約
28
万
７
千
円（
15
回
分
）

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
も
て
な
し
料
理

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

３
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

35
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

３月15日㈫ 小俣保健センター 35人
３月18日㈮ ハートプラザみその 30人
３月19日㈯ 福祉健康センター 30人

３月23日㈬
福祉健康センター 30人
二見公民館 30人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日10:00～17:00
（12:00～13:00を除く）

内科・小児科・歯科

夜間 毎日　19:30 ～ 22:00 内科・小児科

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　9,409万5千円（うち他町分担金・診療所収入7,336万円）

■内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

■重症の人や左表以外の診察

　救急医療情報センター（☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199）
　医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科専門医師による電話相談

　相談時間　毎日、19:30～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル（☎＃8000、☎津059-232-9955）

内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談

３月  １日㈫

 ９:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

３月  ８日㈫ 中央保健センター 健康課

３月 15日㈫ ハートプラザみその 健康課

３月 22日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

３月  ２日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター

３月 10日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 健康課

３月 17日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課

３月 23日㈬  ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査 毎週火曜日  ９:00 ～ 11:00
伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所

（☎㉗5148）
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

こころの健康相談（要予約） ３月24日㈭ 13:00 ～ 15:00

主な相談など
予算額　117万２千円（子育て相談48回分・子育て健康相談54回分）
　　　　82万1千円〔うち国・県補助金40万5千円〕（成人健康相談48回分）

※対象は、問い合わせ先が伊勢保健福祉事務所となっているものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

伊
勢
地
区
医
師
会
長
賞

中
間
庭 

輝
さ
ん
（
厚
生
中
２
年
）

伊
勢
市
民
健
康
会
議
会
長
賞

東
浦 

那
月
さ
ん
（
城
田
中
２
年
）
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情
報
コ
ー
ナ
ー

﹇
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹈

と
き　

３
月
５
日
㈯
〜
31
日
㈭
（
月
曜

日
〔
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〕
を
除
く)
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

尾
崎
咢
堂
記
念
館
・
展
示
室

情
報
コ
ー
ナ
ー

内
容　

尾
崎
咢
堂
記
念
館
と
地
域
と
の

関
わ
り
を
、
資
料
や
写
真
を
通
し
て
た

ど
り
ま
す

入
館
料　

大
人
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
80
円
（
常
設
展
共
通
、
毎

月
第
３
日
曜
日
は
無
料
）

尾
崎
咢
堂
記
念
館
企
画
展

尾
崎
咢
堂
記
念
館
と
地
域

尾
崎
咢
堂
記
念
館
（
☎
㉒
３
１
９
８
）

お
知
ら
せ

！！

広
告

投
票
日
時　

４
月
10
日
㈰
、
午
前
７
時

〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票

　

住
ん
で
い
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

市
内
の
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
時

 

・・
三
重
県
知
事
選
挙
…
３
月
25
日
㈮
〜

４
月
９
日
㈯

 

・・
三
重
県
議
会
議
員
選
挙
…
４
月
２
日

㈯
〜
９
日
㈯

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
で
す
。

投
票
場
所

 

・・
市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
4-3
会
議
室

 

・・
二
見
総
合
支
所

 

・・
小
俣
公
民
館
（
小
俣
総
合
支
所
隣
）

 

・・
御
薗
公
民
館
（
御
薗
総
合
支
所
内
）

共
通

※
投
票
所
へ
お
出
掛
け
の
際
は
、
投
票

所
入
場
券
（
本
人
分
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
地
方
選
挙
で
は
、
住
所
移
転
の
時
期

統
一
地
方
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

　

選
挙
の
際
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
を
行
う
に
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
代
理
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自

分
で
文
字
が
書
け
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
っ
て
い
て
一
定
条
件
を
満
た
す
人

（
肝
臓
の
障
が
い
〔
１
〜
３
級
〕
が
あ
る

人
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
）

②
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
５
と
認
定

さ
れ
て
い
る
人

※
①
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１

級
と
記
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
は
、
申
請

を
す
れ
ば
代
理
記
載
に
よ
る
郵
便
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
の
手
続
き
は
お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

三
重
県
知
事
選
挙
・

三
重
県
議
会
議
員
選
挙

催
し
物

指
定
管
理
委
託
料　

６
９
７
万
５
千
円
（
平

成
22
年
度
）

に
よ
っ
て
投
票
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が

１
割
で
据
え
置
き

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
６
４
６
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
４
月
以
降

は
、
現
在
の
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
24
年

３
月
ま
で
は
、
１
割
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
す
で
に

３
割
負
担
を
し
て
い
る
人
を
除
く
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
も
１
割
負

担
で
使
用
で
き
る
高
齢
受
給
者
証
を
、

３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

広
告

情報コーナー
　

小
学
生
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
入
院
し
た
月
か
ら

２
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
乳
幼
児
医
療
費
所
得
制
限

額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
助
成
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請　

次
の
物
を
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
環
境
課
・
各
支
所
へ

 

・・
入
院
時
の
医
療
費
の
領
収
書

小
学
生
の
入
院
に
か
か
る

医
療
費
を
助
成

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
５
４
）

 

・・
印
鑑

 

・・
健
康
保
険
証

 

・・
預
金
通
帳

 

・・
所
得
証
明
書
（
平
成
22
年
１
月
２
日

以
降
に
市
内
へ
転
入
し
た
人
の
み
）

乳
幼
児
医
療
費
支
給
事
業
〔
平
成
22
年
度

予
算
〕
１
億
５
１
１
３
万
５
千
円
（
未
就
学

児
の
分
を
含
む
）

出
前
ト
ー
ク

　

地
域
や
集
会
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、
市
の
施
策
や
事
業
な
ど
、
希
望
す

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
10
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

テ
ー
マ　

自
由

実
施
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
（
祝
日
、
振
替
休
日

を
除
く
）

会
場　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
準
備

申
し
込
み　

希
望
す
る
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
同
課
へ

市
政
へ
の
提
案
箱

　

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
「
市
政
へ

の
提
案
箱
」
に
備
え
付
け
て
あ
る
記
入

市
政
に
つ
い
て
の
疑
問
や
提
案
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）

用
紙
に
、
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
意

見
・
提
案
・
ア
イ
デ
ア
と
、
氏
名
・
住

所
な
ど
を
記
入
し
、
箱
へ
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

後
日
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
連
絡

先
に
回
答
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
館
・
１
階
市
民

ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
福
祉

健
康
セ
ン
タ
ー

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
の
声
」

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
市
民
の

声
」
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
、
意
見
な
ど
を

投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
日
、
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
回
答
し
ま
す
。

　

「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
市
民
の
声
」
に
寄
せ
ら
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
読
ん
で
、
市

政
運
営
に
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
な
ど
と
回
答
は
、
個
人

が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し
た
上

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
本
館
・

１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
掲
示
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
で
実

現
し
た
件
数
は
、平
成
21
年
度
で
16
件
、

平
成
22
年
度
は
12
月
ま
で
で
13
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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同
園
で
は
、
お
彼
岸
時
（
３
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰
・
18
日
㈮
〜
24
日
㈭
）
に

色
花
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園

お
彼
岸
時
の
色
花
販
売
・

送
迎
用
バ
ス
の
広
告
募
集

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
㉘
３
３
６
７
）

　

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
、
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
、学
用
品
費
・

給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家

庭

 

●

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
、
生
活
保

護
基
準
額
の
１
・
５
倍
以
内
の
家
庭

 

●

前
年
度
ま
た
は
本
年
度
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
特
に
教
育
委
員
会
が

必
要
と
認
め
た
家
庭

 

・・
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止

 

・・
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

 

・・
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
減
免

 

・・
国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
ま
た
は
徴

収
猶
予

 

・・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

 

・・
そ
の
他
、
収
入
が
不
安
定
で
学
校
納

付
金
の
納
付
状
態
が
悪
い
な
ど
、
生
活

状
態
が
苦
し
い
と
認
め
ら
れ
る

申
し
込
み　

各
学
校
へ

生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

学
校
教
育
課
（
☎
㉒
７
８
７
９
）

予
算
額
〔
平
成
22
年
度
〕
７
４
５
７
万
６

千
円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
に

医
療
費
を
通
知

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３
）

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
５
２
）

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
、同
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
、

平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
掛
か

っ
た
医
療
費
が
記
載
さ
れ
た
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
３
月
下
旬
に
通
知
し

ま
す
。

　

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
実
際

に
掛
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
な
ど
の
医

療
費
控
除
に
必
要
な
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
情
報

は
、
行
事
の
み
を
「
伊
勢
市
お
し
ら
せ

版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
15

日
号
か
ら
は
、
行
事
案
内
・
メ
ン
バ
ー

募
集
な
ど
に
利
用
で
き
る
「
み
ん
な
の

広
報
い
せ
が
変
わ
り
ま
す

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）

市
民
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
み
ん
な
の
広
場
」
を
新
設

広
場
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同

課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
告
枠
を
拡
大

　

現
在
、
企
業
広
告
は
、
毎
月
１
日
に

発
行
す
る
「
広
報
い
せ
」
の
「
情
報
コ

ー
ナ
ー
」の
み
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
財
源
確
保
を
図
る
た
め
、
他

の
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
15
日
に
発
行
す
る
広
報

紙
に
も
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

情報コーナー

広
告
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法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後1時30分～3時30分〔３月21日は
祝日のため、３月22日㈫に行います〕　ところ／広報広聴課
（☎㉑ 5515）　対象／市内に住所を有する人　定員／8人
（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談日当日の午後
1時15分までに広報広聴課へ来所

とき／３月３日㈭、午後1時30分～3時30分（抽選のた
め午後１時 15分までに来所が必要）　ところ／小俣保健
センター　対象／市内に住所を有する人　定員／4人（定
員を超えた場合は抽選）　申し込み／２月24日㈭～３月２日
㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）へ来所また
は電話

とき／３月 17日㈭、午後1時30分～3時30分（抽選のた
め午後１時 15分までに来所が必要）　ところ／ハートプ
ラザみその・多目的室　対象／市内に住所を有する人　
定員／4人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／３月10
日㈭～16日㈬に、社会福祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）
へ来所または電話

交通事故
とき／第3水曜日（３月16日）、午後１時～３時　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　定員／４人（先着順）　申し込み／相
談日当日の午前8時30分～11時に、広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時（受け付け
は午後3時30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口〔三
重県栄町庁舎・３階〕（☎津059・228・7350）　

行　政
とき／第2火曜日（３月８日）、午後1時～ 3時　ところ
／二見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地
域振興課（☎42 1111）

とき／第3火曜日（３月15日）、午後1時～3時　ところ
／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／第 4火曜日（３月22日）、午後1時～3時　ところ
／小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎
㉒ 7858）

登　記
とき／第2火曜日（３月８日）、午後1時～4時（受け付けは
午後３時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑ 5515）

人　権
とき／第2木曜日（３月10日）、午後1時～4時（受け付け
は午後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前9時30分～午後
4時 30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）

とき／第1木曜日（３月３日）、午後１時～４時（受け付けは
午後２時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515） 

消費生活（架空請求など）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～正午・午後１時～４時
ところ／伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津
059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第3木曜日（３月17日）、午前9時30分～ 11時30
分（受け付けは午前11時まで）　ところ／市役所本館・2階
第1会議室　定員／4人（先着順）申し込み／相談日当日の午
前8時30分から伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）へ電話

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
生活支援課（☎㉑ 5556）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／こども課（☎㉑5561 ）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　
ところ／こども課（☎㉑ 5709）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／大
世古保育所（☎㉕ 3676）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕（☎㉒
7867・㉒ 7887）
臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
とき／月曜日・水曜日・金曜日・午前 9時～午後 2時、
火曜日・木曜日・午前９時～午後 5時　対象／小・中学
生および保護者

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
とき／３月８日㈫・22日㈫、午前10時～午後4時　ところ／
サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤している35歳
以下の人またはその保護者、学校の進路担当教諭　定員／５
人（先着順）　申し込み／おしごと広場みえ（☎津059・222・
3309）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があります）
ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕 2丁目
4-9、☎⑳ 6525） 　相談方法／電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター
（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

とき／毎日24時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百
合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎㉖ 2600）、正邦苑（☎38
1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　
相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／第1水曜日（３月２日）、午後1時～3時　ところ／
小俣保健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣支
所（☎㉗ 0509）

とき／第2水曜日（３月９日）、午後1時～3時　ところ／
福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢支
所（☎㉗ 2425）

とき／第3水曜日（３月16日）、午後1時～3時　ところ
／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会福
祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

とき／第4水曜日（３月23日）、午後1時～3時　ところ／社会
福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

    予算額〔平成22年度〕　4,002万8千円
　（同ページに掲載している市主催の相談事業のみ）３月の無料相談
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